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When interacting with others, the indoor physical environment influences interpersonal
cognition and behavior explicitly as well as implicitly. Several studies in the field of traditional
environmental psychology have focused on explicit processes such as pleasure, arousal, and
stress. Additionally, some models of interpersonal cognition and behavior have been proposed.
In recent years, more studies have been focusing on implicit social cognition. Furthermore,
embodied cognition and the automaticity of social cognition are the major topics studied in this
field. However, the implicit psychological influences of the indoor physical environment on
interpersonal relationships are still unclear. In this paper, we first review the literature on the
implicit influence of the indoor physical environment on interpersonal cognition from the
perspective of the quantity and quality of physical factors, and that of the evaluation methods of
implicit processes. We then discuss the advantages and disadvantages of the research methods
used to study the implicit processes indicated by behaviors, subjective evaluations, and response
time. Finally, we reveal the significance of and problems in the study of the implicit influence of
the indoor physical environment.
Key words : indoor environment, physical factors, interpersonal cognition and behavior,
embodied cognition, implicit process
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れてきた (Adams & Zuckerman, 1991 ; Cochran,
Hale, & Hissam, 1984 ; Gifford, 1988 ; Hall, 1966 日
高・佐 藤 訳，1970 ; Mandel, Baron, & Fisher,
1980 ; Read, Sugawara, & Brandt, 1999 ; Worchel,
1986)。これに対して，社会心理学や認知心理学
の分野では，近年急速に潜在的な認知とその過程
に 関 す る 研 究 が 進 展 し て い る (Aarts &
Dijksterhuis, 2003 ; Bargh, Chen, & Burrows,
1996 ; Gagnon et al., 2011 ; Hertel & Fiedler, 1998 ;




究がおこなわれている (Bargh & Shalev, 2012 ;
Eskine, Kacinik, & Prinz, 2011 ; Fay & Maner,
2012 ; Jostmann, Lakens, & Schubert, 2009 ;













































重要なことである (Dvir et al., 2006 ; 十川，2010 ;




(阿部, 2014 ; Anthes, 2009 ; Berry et al., 2004 ;
Brackett, Rivers, & Salovey, 2011 ; Bradley &
Woodling, 2000 ; Brief &Weiss, 2002 ; Ilozor, Love,
& Treloar, 2002 ; Macmillan, 2006 ; Stokols et al.,













(Doorley & Witthoft , 2011 藤原訳，2012)。紺





















ことが強調されてきた (Russell & Mehrabian,














進展している (e. g., Bargh et al., 1996 ; Jostmann













ら 2014 年 に至るまでの 20 年間における




ビューされているのに対して (Craik, 1973 ;
Stokols, 1978 ; Russell & Ward, 1982 ; Holahan,
1986 ; Saegert & Winkel, 1990 ; Sundstrom et al.,
1996 ; Suedfeld & Steel, 2000)，そ れ 以 降 は


































念 (Bitner, 1992 ; Mehrabian & Russell, 1974 ;






(Bargh, 2006 及 川・木 村・北 村 編 訳，2009 ;



























































































































Cochran et al. (1984) は，屋内と屋外での対人距
離の違いに着目し，屋内では屋外よりも大きな対
人距離が求められることを明らかにした。また，


















3歳 9 か月から 5歳 7 か月までの就学前児童を



























デルが提案されている (Bitner, 1992 ; Mehrabian
& Russell, 1974)。Mehrabian and Russell (1974)
は，物理的環境からの刺激が快不快，覚醒といっ















Mehrabian and Russell (1974) の刺激−生体−反
応モデルで提案された感情状態だけでなく，生










図 2 刺激−生体−反応モデル (Mehrabian & Russell, 1974 より改変)
このモデルは，接近・回避などの行動的反応が快感情や覚醒などの「感情状態」という顕在的過程
を経由することを示している
図 1 クラウディングに対する人間反応の平衡モデル (Stokols, 1972, p. 77 より改変)
このモデルは，人間の反応が「ストレスの経験」という顕在的過程を経由することを示している
Darden, 1995 ; Baron, 1997 ; Donovan & Rossiter,
1982 ; Herrington & Capella, 1994 ; Yalch &
Spangenberg, 1993 ; レビューとして，Gardner,













































(Nelson & Norton, 2005)，協 力 性 の 活 性 化
(Hertel & Fiedler, 1998)，道 徳 性 の 活 性 化






しては，例えば Gagnon et al. (2011) が，潜在
連 合 課 題 (Implicit Association Task : IAT)
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的環境が重要な役割を担っていると述べている。









































図 3 アブストラクトに “embodied cognition”，または “environmental psychology” を含む論文数の推移
“environmental psychology” に関する論文は 1970 年代から継続的に投稿されている。“embodied cogni-























































































効果量 (Cohen, 1988) は，中程度 (d=.31) か












Zhong, Bohns, & Gino,
2010
明条件 : 蛍光灯 12 本










明条件 : 1500 lx







Chiou & Cheng, 2013 明条件 : 蛍光灯 12 本










明条件 : RGB=(189, 1
85, 180)












Steidle & Werth, 2014 明条件 : 1500 lx






















机・大条件 : 160 cm









































































































































Gino (2010) は，明るい部屋 (蛍光灯 12 本，水
平面照度の推定値1)：740 lx) と暗い部屋 (蛍光










Steidle, Hanke, and Werth (2013) は，明るい部






る。さらに，Chiou and Cheng (2013) は，明る
さが 3段階に異なる実験室において，1回限りの
独裁者ゲームをおこなわせる実験において，中程
度 (蛍光灯 8 本，水平面照度の推定値：530 lx)
の明るさの部屋に比較して明るい部屋 (蛍光灯
12 本，水平面照度の推定値：740 lx) では提供す















れた状況 (高脅威条件) では，低脅威条件 (問題
が無いという診断結果を話すシナリオで教示) に
比較して，暗い部屋 (RGB の平均輝度レベル：
137, 133, 129) よりも明るい部屋 (RGB の平均輝
度レベル：189, 185, 180) において自己開示が高
まることを示した。ここで輝度レベルとは，最も
暗い (0) から最も明るい (255) の間の整数をと
るデジタル画像の明るさを示す量である。また，
Steidle and Werth (2014) は，暗い条件 (水平面
照度：150 lx) に比較して明るい条件 (水平面照












は，図 4 に示すように，暗条件の照度は 150 (実
測値)〜265 (推定値) lx であり，事務所の照度









なお，蛍光灯はすべて 40 W 形とし，照明率×保守率=0.5
と仮定した。


































間 寸 法 が あ る。Okken, Rompay, and Pruyn
(2012) は，部屋の大きさ (大 (幅 4.70×奥行き
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図 4 事務所の照明基準と実験条件 (Zhon et al., 2010 ; Chiou & Cheng, 2013 ; Steidle et al., 2013 ; Okken et al., 2012 ;




4.60 m)・小 (幅 2.80×奥行き 5.75 m))，机の大






































心に多くの先行研究がある (Anderson, 1989 ;
Anderson, Deuser, & DeNeve, 1995 ; Baron, 1972 ;
Kenrick & MacFarlane, 1986)。
IJzerman and Semin (2009) は，異なる室温の
条件下での実験において，暖かい条件 (22−
24℃) で涼しい条件 (15−18℃) に比較して，心
理的重なり尺度 (The Inclusion of Other in the
Self : IOS) における実験者との重なりが大きくな
る，すなわち実験者を身近に感じることを示した。
Steinmetz and Mussweiler (2011) は，涼しい室














冷凍空調学会 (American Society of Heating,
Refrigerating and Air-conditioning Engineers) が
設 定 す る 許 容 室 温 範 囲 の 基 準 (ASHRAE

























かさに関しては，Ackerman, Nocera, and Bargh















































図 5 在室者が許容する室温基準と実験条件 (IJzerman & Semin, 2009 ; Steinmetz & Mussweiler, 2011 ; Huang et al.,




























考えられる (図 6)。例えば 4-1 (2) で述べたよ




et al. (2012) は，部屋の広さが他者との対話に
おける自己開示意向に結びつくことを示している。
先行研究 (e. g., Bargh et al., 2012 ; Lee et al.,















Ackerman et al. (2010) が示したような物理的な
“かたさ”と心理的な“かたさ”は，Gibbs, Lima,

















れる (図 8)。例えば，4-1 (1) で述べたように，
Steidle et al. (2013) は部屋の暗さが自己と他者
を同一視 (Oneness) することと結びつき，また
Chiou and Cheng (2013) は部屋の明るさが自分
にとっての道徳の重要性と結びつくことによって，





















方として知覚シンボルシステム (PSS : Percep-








































































す影響について検討している。また 4-1 (1) で










おける行動選択に影響すること (斎藤，1991 ; 森，
1995)，同じ実験が繰り返された場合に実験の初
期の回と繰り返された後の結果が異なること (品












している。また 4-1 (1) で述べた通り，Zhong











































and Hodges (2012) は，自己と他者の「近さ知
覚」が対人関係の質に関係していることを報告し
ている。これ以外にも，制御焦点理論 (regula-






(Batson et al., 1997 ; Niedenthal et al., 2005 ;














and Frazier (2011) は，社会的認知における潜
在的影響過程に関する研究をレビューし，反応時
間を指標として潜在的影響過程を検討する実験方
法として IAT (Implicit Association Test)，逐次
評価的プライミング課題 (Sequential Evaluative
Priming Task)，逐次プライミング課題 (Se-
quential Priming Task)，語彙判断課題 (Lexical









































































































Dijksterhuis et al. (2009) が心理学的アプローチ
による結果を，van der Leij, Scholte, and Lamme
(2011) が神経科学的アプローチによる結果をそ
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